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　新嵐山スカイパークのグランドデザイ
ンにおける室内遊戯施設の構想を議員間
で共有するため、１月28日に優良事例を
実践している南幌町の子ども室内遊戯施
設「はれっぱ」を視察しました。
　本施設は、子どもだけでなく地域住民
全体が利用できる多機能複合施設として
計画され、施設整備にあたっては、施設

を活用したまちづくりを目指し、地域団体
等と意見交換を重ねるなどの取組を実施し
ていました。今回の視察では、施設設備や
町民等との合意形
成 な ど、具 体 的 な
イメージを共有す
る貴重な機会とな
りました。

　芽室公園再整備において、町は Park―
PFI（公募設置管理制度）の活用を検討して
いることから、１月28日に優良事例を実
践している恵庭市を訪問し、取組について
学びました。
　恵庭市は、３つの Park―PFI 事業を行っ
ており、都市公園における民間資本を活用

した効率的な運営を行うことで地域の活性
化を図っていました。
　本町においても、令和７年度に Park―PFI
事 業 者 公 募・選 定
を 予 定 し て お り、
委員会として今後
も 調 査・研 究 を 進
めていく必要性を
確認しました。
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また、病児保育について、町の取組状況の
説明を受けました。健康福祉課所管の重層
的支援体制整備事業について、相談者側に
立った窓口体制の手法整備の意見、質疑が
ありました。高齢者支援課から、帯状疱疹
ワクチンの定期接種事業の説明があり、自
己負担について５割相当を予定していると
の答弁がありました。３課から７事業につ
いて説明がありましたが、今後の委員会調
査の必要性について委員共有しました。

●子育て支援課から芽室町こ
ども計画案の説明があり、合
計特殊出生率について、町の
取組に対し質疑がありました。

後の委員会調査の必要性について委員共有
しました。

●生涯学習課から部活動の地
域移行の進捗状況について、
また、教育推進課から所管７
事業の説明がありました。今

ンであり、住民に直接影響のある案件でも
あるので継続的に調査を行います。
●国際・地域間交流事業について
　次年度のブラジルゲートボール連合との
相互交流について、事業概要説明を受けま
した。
●町内会活動支援事業について
　質疑に対して担当課から「町内会は最も
身近で重要な地域コミュニティ」と答弁が
ありました。議会としても「地域コミュニ
ティの在り方」について考える機会を企画
しています。今後も継続的に調査を行います。
●定住促進事業について
　質疑に対して担当課から「日頃の移住・
定住相談で寄せられる要望を分析し、「課題」
としてとらえ制度設計した。」と答弁があり
ました。町を維持するための政策としては、 
新規の移住者・既存の定住者ともに重要な
ので継続して調査を行います。

●�芽室町上下水道事業経営戦
略改定 ( 案 ) について

　令和10年度に使用料改定を
予定していると示されました。
上下水道は重要なライフライ

第３回モニター会議を開催しました！
　１月30日開催した令和６年度第３回議会モニター会議は、12名のモニターに参加い

ただき、各常任委員会が１年間かけて調査研究を進めた「政策課題」について、手法や課

題、成果等について「外部評価」をいただくことを目的に実施しました。

　モニターのみなさんからは議会の取組については一定評価をいただきました。次年度

に向けても関心のあるテーマについて多くの意見が出されましたので、今後、いただい

た意見を各常任委員会での議論や調査、議会運営に反映させていきたいと考えています。

次年度モニターも募集しておりますので、詳しくは最後のページをご覧ください。

新嵐山スカイパーク経営改革調査特別委員会

新嵐山スカイパーク経営改革調査特別委員会

　特別委員会の調査完了時期

については、事業経費が明ら

かになった際の調査をもって

完了することを確認しました。

　また、第４回特別委員会（11

月18日開催）において、町が「新

たな土地利用」の中で「拠点機能」

として構想を示した「屋内遊戯

施設」について、現地視察を通

じて調査研究を深めることを

目的とすることや視察時期・

視察先についても決定しました。

第５回
特別委員会

12 18水 調査完了時期
の共有図る 第６回

特別委員会

１ 22水 委員派遣の目
的共有図る 第７回

特別委員会

１ 30木 グランドデザ
イン案固まる

　グランドデザインの素案

において、「新たな土地利用」

の中で「拠点機能」として構

想を示した「屋内遊戯施設」

について、経営形態・事業

手法・事業経費・費用対効

果の視点で、この構想が妥

当か否かを調査・研究する

ことを目的として、南幌町

子ども室内遊戯施設「はれ

っぱ」に全委員の派遣を決

定しました。

　町から、町民・各種団体へ

の説明会やめむろ未来ミーテ

ィングなどで出された意見・

要望を踏まえたグランドデザ

イン（案）が提示され、２時間

を超える調査となりました。

　議会からは、「嵐山に屋内遊

戯施設がある意義」や「公園機

能の費用対効果」等に関する

質疑が出され、今後策定され

る基本構想・基本計画に向け

て調査を進めていきます。
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視
察
調
査
レ
ポ
ー
ト
先
進
自
治
体
を
視
察
す
る
こ
と
で
、町
の
中
で
は
知
り
得
ぬ
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。１
月
に
行
っ
た
各
委
員
会
の
視
察
・
分
析
を
報
告
し
ま
す
。

１
月
の
委
員
会
活
動
報
告

（
委
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
！
）

12
月
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会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット
中継

アクセス数会議時間

本 会 議 1月臨時会議
1月31日

0:41 0:12
１．専決処分について報告の件
２．令和６年度芽室町一般会計補正予算　　　

（第９号）　他
2 (149)

9:30～10:23

全 員 協 議 会 第16回
1月30日

0:00 0:30
１．議会基本条例の点検・検証悔過について
２．第３回モニター会議開催要領案について　

他
0 (209)

16:15～16:45

常 任 委 員 会

総 務
経 済 第9回

1月22日
0:21 1:51 １．芽室町下水道事　戦略改定（案）について

２．国際・地域間交流事業について　他 1 (94)
9:30～11:42

厚 生
文 教

第14回

1月29日

0:18 1:40

１．第３期芽室町子ども・子育て支援事業計画
芽室町こども計画）（案について

２．令和７年度子育て支援課所管事業について
　他

4 45 
9:30～11:28

第15回
1月31日

0:27 1:53 １．部活動の地域移行について
２．令和７年度教育推進課の所管事業について　他 3 (149)

13:30～15:50

合 同 委 員 会

第6回
1月22日

0:02 0:13
１．物価高騰対策について
２．先進地事務調査（委員派遣）案について　

他
1 (94)

14:00～14:15

第7回
1月30日

0:32 1:56
１．第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）

の策定について
２．まちなか再生推進事業について

1 (209)
13:30～15:58

議 会 運 営 委 員 会 第23回

1月24日

0:51 1:12

１．令和６年芽室町議会定例会１月臨時会議の
運営について

２．第３回議会モニター会議実施要領案について
他

1 19 
9:30～11:33

予 算 決 算 特 別 委 員 会 第11回
1月31日

0:02 0:37 １．令和６年度芽室町各会計補正予算の審査に
ついて 2 (149)

9:37～10:18

新 嵐 山 ス カ イ パ ー ク
経 営 改 革 調 査
特 別 委 員 会

第6回
1月22日

0:00 0:05 １．先進地事務調査（委員派遣）について 0 (94)
13:30～13:35

第7回
1月30日

0:20 2:26 １．新嵐山スカイパークの経営について 2 (209)
9:30～12:16

編 集 企 画 会 議 第9回
1月30日

0:00 0:30 １．議会だより２月号の編集について
２．議会だより３月号の編集企画について ※

16:50～17:20
小計 16:39 3:34 13:05 計17 平均129.1

第 ３ 回 議 会 モ ニ タ ー 会 議
1月30日

0:00 1:30 常任委員会活動報告及びグループワーク実施 ※
18:30～20:00

小計 1:30 0:00 1:30
合計 18:09 3:34 14:35 計17 平均129.1

一
般
質
問

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

　一般質問は、議員個人
が町の事務の執行状況や
将来に対する考え方など
を町長などに求め、町が
住民のための適切な町政
運営を進めているかをチ
ェックするものです。
　年４回開催される定例
会議 (６月、９月、12月、
３月 ) で一般質問するこ
とができます。

12月定例会議の一般
質問には、６人の議
員が登壇しました。
紙面の都合により、
内容を要約してお知
らせします。

令和６年12月定例会議 一般質問
　

１
月
31
日
に
開
催
し
た
臨
時
会
議
で
は
、
道

路
陥
没
に
よ
る
車
両
の
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
額
の
専
決
処
分
報
告
１
件
を
受
理
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予
算
は
予

算
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
審
議
さ
れ
、「
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
、
そ

の
後
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１月
臨時会議

１月
補正予算

原
案
の
と
お
り
可
決

一般会計総額は、
144億2,281万7千円に

●一般会計補正予算（歳出）
項　目 金　額 主な事業

総 務 費 1億2,711万7千円 物価高騰対策社会福祉事業
民 生 費 771万4千円 子どもセンター運営事業
衛 生 費 829万1千円 病院事業会計負担金補助及び出資
農林産業費 7万7千円 環境保全型農業直接支援対策事業
土 木 費 689万9千円 町道・歩道・駐車場等除排雪事業
消 防 費 49万円 地域防災対策事業
教 育 費 704万3千円 児童生徒支援事業
公 債 費 3,811万3千円 基金管理事務
職 員 費 5,311万7千円 職員給与支払事務
予 備 費 721万5千円
合 　 計 2億5,607万6千円

種
　
　
類

議　員　名

議　案　名

菊
池
　
秀
明

伊
藤
　
　
稔

木
村
　
淳
彦

小
笠
原
　
等

中
田
智
惠
子

橋
本
　
和
仁

堀
切
　
　
忠

渡
辺
洋
一
郎

立
川
　
美
穂

早
苗
　
　
豊

中
村
　
和
宏

正
村
紀
美
子

常
通
　
直
人

西
尾
　
一
則

鈴
木
　
健
充

梶
澤
　
幸
治

審
査
結
果

議
　
決
　
日

報告 専決処分について報告の件 採決はありません 受理

1/31

議案 令和６年度芽室町一般会計補正予算
（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決

議案 令和６年度芽室町国民健康保険特別会計
補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決

議案 令和６年度芽室町後期高齢者医療特別会
計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決

議案
令和６年度芽室町介護保険特別会計補正
予算
（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案
可決

議案 令和６年度芽室町地域開発事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決

議案
令和６年度芽室町下水道事業会計補正予
算
（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案
可決

議案 令和６年度芽室町上水道事業会計補正予
算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決

議案 令和６年度芽室町公立芽室病院事業会計
補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決
○ … 賛成、　× … 反対、　－ … 議長のため採決には加わりません　　欠 … 欠席、　遅 … 遅参、　除…地方自治法第117条の規定による除斥○ … 賛成、　× … 反対、　－ … 議長のため採決には加わりません　　欠 … 欠席、　遅 … 遅参、　除…地方自治法第117条の規定による除斥

審議した議案と各議員の賛否

（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示 　※ インターネット中継を実施しなかった会議

議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、
議会活動の活性化を図っています。議会白書

町道及び橋梁等の維持管理

立
たち

川
かわ

美
み

穂
ほ

 議員

早
さ

苗
なえ

　豊
ゆたか

 議員

１　生成Ａ I の導入に係る基本的な考え方と今後の検討スケジュールは。
２　生成Ａ I の具体的な活用分野、活用手法は。

１　町道の維持管理は今後もこれまでどおり可能か。
２　橋梁の長寿命化点検結果を受けて今後の橋梁の維持は。
３　除雪体制は現状を維持するのか。

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
立
川
　
美
穂

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
早
苗
　
　
豊
　

１�　一斉に更新時期を迎えており、限られた予算の範囲内で全面的な整備を実施

することが非常に困難です。

２　農業用車両の大型化を踏まえ、集約化・撤去を検討しています。

３　今後においても現状の体制を維持していきます。

１�　生成 AI の導入は、業務改善を進めつつ効果的な分野で試験導入し、段階的
に適用範囲を広げる方針です。働き方DXプロジェクトチームを中心に議論し、
来年度以降に導入する予定です。
２�　生成 AI は文書作成支援や事務処理の自動化に活用し、職員負担軽減を目指
します。窓口対応には慎重に導入し、安全性や住民ニーズに配慮した運用を進
める方針です。

　

芽
室
町
で
は「
芽
室
町

Ｄ
Ｘ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」を

策
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

行
政
運
営
と
住
民
の
利
便

性
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
の「
生

成
Ａ
Ｉ
導
入
」に
つ
い
て

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
、
人
材
不

足
や
業
務
の
複
雑
化
と
い

っ
た
課
題
解
決
の
手
段
と

し
て
の
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
に

よ
っ
て
職
員
が
よ
り
付
加

価
値
の
高
い
業
務
に
専
念

で
き
る
効
果
を
期
待
し
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
引
き
続
き
Ｄ

Ｘ
推
進
の
経
過
を
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
今
回
の
質
問

構
成
に
は
、
私
自
身
も
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
ま
し
た
。

「
未
導
入
自
治
体
首
長
が

前
向
き
に
な
る
よ
う
な
構
成
」

を
Ａ
Ｉ
に
指
示
し
て
作
成

し
た
と
こ
ろ
、
想
定
以
上

に
前
向
き
な
答
弁
を
引
き

出
せ
た
の
は
嬉
し
い
誤
算

で
し
た
。

　

道
路
や
橋
梁
な
ど
町
が

整
備
し
管
理
す
る
基
礎
的

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
高

度
成
長
期
以
降
に
集
中
的

に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
自
家
用
車
の

普
及
率
も
上
が
り
物
流
の

主
役
も
鉄
道
輸
送
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
代
わ
り
ま

し
た
。

　

道
路
は
舗
装
さ
れ
、
雪

が
た
く
さ
ん
積
も
っ
て
も

翌
朝
に
は
綺
麗
に
車
道
が

除
雪
さ
れ
て
い
る
日
常
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
生
活
は
現
状
の
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

こ
の
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
が
蔑
ろ
に
さ

れ
る
と
今
後
ど
の
様
な
事

が
起
こ
る
で
し
ょ
う
か
？

　

予
算
の
使
い
方
を
含
め

政
策
実
行
の
優
先
順
位
を

決
め
る
の
は
行
政
機
関
で
す
。

未
来
を
見
据
え
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
予
算
措
置
は
今

後
も
必
要
で
す
。

手島 町長

生成Ａ I の速やかな導入

手島 町長

次
の
ペ
ー
ジ
は「
12
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」
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新嵐山スカイパークの経営理念／芽室公園の P a r k - P F I 小学校におけるフッ化物洗口の導入

菊
きく

池
ち

秀
ひで

明
あき

 議員 渡
わた

辺
なべ

洋
よう

一
いち

郎
ろう

 議員

鈴
すず

木
き

健
たけ

充
みつ

 議員 堀
ほり

切
きり

　忠
ただし

 議員

１　農地活用及び農業後継者対策に係る取組の成果・課題・展望は。
２　農業委員会の運営の課題と展望は。
３　農業を持続可能なものとするための農業委員会の取組の将来ビジョンは。

１　実施する目的及び期待する効果は。
２　集団事業の安全性・有効性についての見解は。
３　保護者、教職員への説明はどのように行い、理解を得ようとするのか。
４　働き方改革との整合性に関する課題と対策は。
５　実施予定時期とプロセスは。

１　町民が愛し誇れる場所となるために、どのような方策でこの実現を目指すのか。
２�　新嵐山スカイパークの民間活力活用による効果と成果、また、これまでの運営実
績を踏まえた新たに重視すべき視点は何か。
３�　これまでの実績を踏まえ、今後の経費見込みと社会情勢が町財政に与える影響及
びその対策は。
４　住民及び地元商工業への影響、課題、効果についての捉えと見直しは。
５　交通アクセスの背景を踏まえ、今後の協議や整備を経て事業をどう進めるのか。

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
菊
池
　
秀
明

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
渡
辺
　
洋
一
郎

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
鈴
木
　
健
充
　

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
堀
切
　
　
忠
　

１�　令和7年度から小学校でフッ化物洗口事業を導入し、虫歯予防を進めます。この施策は、子
どもの歯の健康維持と将来の健康的な生活を支援することを目指しています。

２�　フッ化物洗口は50年以上実施され、安全性は医療用薬品として承認されており、効果的な
虫歯予防手段とされています。特に、新潟県や本町では顕著な予防効果が確認されています。

３�　フッ化物洗口の実施に向け、保護者説明会を開催しましたが参加者は少数でした。教職員
には説明と視察を行い、今後は保護者への再通知やサポートを予定しています。

４�　働き方改革として校務支援システム導入や30人以下学級編成、AI ドリル活用、ICT の活用
を進め、業務効率化や学力向上を図っています。

５�　令和7年度予算に基づき、町内薬局との委託契約や保護者へのフッ化物洗口の周知、希望調
査、歯科衛生士によるサポートを行い、5月から小学校で実施予定です。

１�　新嵐山スカイパークの再生計画は、地域の健康増進と観光振興を両立させ、多世代が楽し
める施設として、町民に愛される場所を目指し、30年後も笑顔が集まる風景を創造すること
を目指しています。

２　新嵐山スカイパークの再生計画では、都市公園ゾーンと民間活用ゾーンを設け、民間活力
を活用した安定的な運営と誘客促進を目指し、財政負担軽減と魅力向上を図ります。

３�　施設整備の初期投資は基本計画で算出予定をしており、運営費の詳細は未定であり、民間
活力や特定財源の活用により、町財政への影響を避けつつ効率的な整備・運営を目指します。

４�　芽室公園の再整備に向け、Park-PFI 活用を検討中であり、民間事業者と連携し、市場性調
査を実施しており、収益を公園整備に還元し、整備費や維持管理費の削減が期待できます。

５�　芽室公園の立地条件が市場性を高める要因と確認され、Park-PFI 実現で人の流れが変化し、
交通整備が必要となるため、関連機関と協議し整備を進める方針です。

１�　本町の農地は農業者の努力で維持されており、農業委員会は農地行政を適正
に実施しています。将来的には担い手不足が懸念され、農業後継者対策として
交流会や出会いの場作りを推進しています。
２�　農業委員会は男女共同参画を進めており、女性委員の割合増加が課題です。
農業委員の選任には経験が求められ、特に男性が多い現状では解決に時間を要
するが、情報発信を通じて理解を深める努力を進めます。
３�　農業委員会は農地の保全と持続可能な農業経営を支援し、土地改良や農業経
営の安定化に努め、関係機関と連携して担い手育成や農業振興を進めます。

１�　基幹相談支援センターは、障がい者が地域で安心して生活できるよう、市町
村が設置する機関で、令和６年４月から設置が義務化され、本町では民間事業
者に委託し、令和７年４月からの設置に向け準備中です。今後は、全世代に対
応した相談支援体制の構築と関係機関との連携強化を目指します。
２�　障がい者福祉計画に基づき、グループホームの充実や住宅改造費助成を進め、
令和7年4月に新しいグループホーム開設予定です。今後はニーズに応じた施
設整備と事業者支援を強化します。
３�　障がい者差別防止や理解促進のため、広報活動やイベント支援を実施してい
ます。今後は障害者差別解消法の普及・啓発を強化し、町民の理解を深める取
組を継続します。

　

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、

農
業
委
員
会
に
農
地
活
用

お
よ
び
農
業
後
継
者
対
策

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
と
現
状
の
課
題
認
識

の
確
認
を
行
い
、
中
長
期

ス
パ
ン
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

問
う
形
で
質
問
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
喫
緊
の
課
題
認

識
は
、
農
地
活
用
で
は
既

存
の
営
農
者
の
規
模
拡
大

意
欲
が
高
く
遊
休
農
地
の

発
生
な
ど
の
課
題
は
な
い

も
の
と
の
見
解
で
し
た
。

　

一
方
で
農
業
後
継
者
対

策
に
関
し
て
は
、
年
々
農

家
戸
数
も
減
少
し
て
お
り

取
組
を
強
化
す
べ
き
と
の

認
識
で
し
た
。
ま
た
、
中

長
期
ス
パ
ン
で
は
、
遊
休

農
地
の
発
生
や
担
い
手
不

足
は
懸
念
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
農
業
委
員
会

の
運
営
に
関
し
て
は
専
門

性
が
高
く
、
若
手
や
女
性

の
担
い
手
の
育
成
に
お
け

る
環
境
整
備
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
関
係

機
関
が
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
旨
を
お

伝
え
し
て
の
質
問
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
や

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を

は
じ
め
、
芽
室
町
は
全
国

的
に
も
進
ん
だ
取
組
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
に
向

け
た
相
談
支
援
体
制
な
ど
、

課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

や
重
層
的
支
援
体
制
整
備

な
ど
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
住
み
慣
れ
た
家
や

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
町
は
、
誰
に
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
町
に
な
る
は

ず
で
す
。
差
別
や
偏
見
が

な
い
、
多
様
性
を
認
め
合

え
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
、
私
自
身
こ
れ
か
ら

も
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
基
本
理
念
は
、「
町
民
が

利
用
す
る
場
所
」「
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の

人
が
楽
し
め
る
場
所
」「
町
民

が
誇
れ
る
場
所
」「
町
民
に
愛

さ
れ
外
の
人
が
魅
力
に
感
じ

る
場
所
」「
本
町
最
大
の
観
光

地
と
し
て
地
域
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
場
所
」の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
逆
説

的
に
考
え
る
と
、｛
町
民
に
愛

さ
れ
る
場
所
｝で
な
け
れ
ば
、

町
外
の
訪
れ
る
人
が
魅
力
的

に
感
じ
る
場
所
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
訪
れ

る
人
が
、
幸
せ
を
感
じ
る
新

嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

　

２
年
前
の
一
般
質
問
で
芽

室
公
園
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ⅰ
の
導
入

の
検
討
を
町
長
と
議
論
し
ま

し
た
。
芽
室
公
園
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
が
、
町
民
の
憩

い
の
場
で
あ
り
、
町
外
の
訪

れ
る
人
の
増
加
に
よ
る
ま
ち

な
か
再
生
、
地
域
消
費
の
増

加
や
町
内
業
者
へ
の
波
及
効

果
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

公
園
都
市
法
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ⅰ
な
ど
国
の
制
度
と
の

連
携
を
考
え
、
町
の
財
政
負

担
の
軽
減
し
、
住
み
や
す
い

街
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
校
に
お
け
る
集
団

で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
に
対

す
る
不
安
が
、
保
護
者
や

教
職
員
の
間
で
少
な
か
ら

ず
あ
る
中
で
推
し
進
め
る

の
で
は
な
く
、
保
護
者
や

当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
大

事
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
日
教
組

が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

道
内
の
小
中
学
校
な
ど
の

６
割
近
く
の
教
員
が
勤
務

日
に
休
憩
時
間
を
ま
っ
た

く
取
れ
て
い
な
い
と
の
調

査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

教
員
の
働
き
方
改
革
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
で
の
、
新

た
な
負
担
、
薬
品
を
扱
う

と
い
う
精
神
的
な
負
担
も

大
き
い
と
考
え
、
教
職
員

へ
の
丁
寧
な
説
明
、
理
解

が
何
よ
り
も
大
事
と
考
え

ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
に
は
、「
歯

磨
き
」「
食
習
慣
」な
ど
の

要
素
も
大
事
で
す
。
こ
れ

ら
を
総
合
的
に
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

手島 町長 程野 教育長

農地活用及び農業後継者対策

島部農業委員会 会長

１　基幹相談支援センターの設置のこれまでの取組経過、今後の課題と展望は。
２　グループホームなどの支援体制の整備のこれまでの取組状況、今後の課題と
展望は。
３　町民同士がふれあう機会の充実についてのこれまでの取組状況、今後の課題
と展望は。

障がいのある人が地域で安心して生活できるまちづくり

手島 町長

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
編
集
後
記
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
モ
ニ
タ
ー
大
募
集
！！
」「
表
紙
の
写
真
」「
編
集
後
記
」
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随時
更新中

表
紙
写
真

　

役
場
庁
舎
３
階
議
事
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育
成
講
座
受
講
者

に
よ
る「
こ
ど
も
と
大
人
の
対
話
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」の
一
コ
マ
で
す
。「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」と

い
う
手
法
で
こ
ど
も
と
大
人
が
膝
を
突
き
合
わ

せ
な
が
ら「
こ
ん
な
公
園
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

を
テ
ー
マ
に
お
互
い
の
声
を
聴
き
合
い
ま
し
た
。

　日本最大の政策コンテスト「第１９回マニフェ
スト大賞」の議会改革部門で優秀賞を受賞しました。
新嵐山の問題に対して、議会基本条例を最大限に
生かした実践が評
価されました。こ
れからも議会の活
性化によって役割
を発揮し、町民の
福祉向上につなげ
てまいります。

編
集

後
記

堀切　忠

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
も
う
少
し
降
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

■
51
年
ぶ
り
の
少
雪
！
帯
広
市
で
は
1
月

21
日
時
点
で
積
雪
ゼ
ロ
（
芽
室
町
は
１
ｃ
ｍ
）、

１
９
７
１
年
以
来
だ
そ
う
で
す
。
小
麦
の

生
育
へ
の
影
響
に
加
え
、
春
掘
り
用
ナ
ガ

イ
モ
の
凍
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
私
た

ち
に
も
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
新
嵐
山
ス
キ

ー
場
は
何
と
か
一
部
コ
ー
ス
で
オ
ー
プ
ン

■
今
年
も
1
か
月
が
過
ぎ
、 

自
分
も
議
員

生
活
折
返
し
点
を
目
前
に
控
え
、 

少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
む
日
本
・
芽
室
町
に
て

未
来
を
見
据
え
て
行
政

と
共
に
明
る
く
夢
の
有

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

小笠原　等

あなたの意見が、議会を動かす力になる！
・地域の問題に関心がある　
・自分の声を地域に届けたい
・もっと地域に関わりたい　

今こそ、地域の活動に参加して、あなたのアイデアを形にしませんか？

★資格要件　　　�芽室町民であること。ただし、町外から芽室町内に在学・勤務している方も可。
議会のしくみや町の行政などに関心がある方。

★任　　期　　　令和７年４月1日～令和８年３月31日
★報　　酬　　　会議に出席した際に3,300円を支給します。
　　　　　　　　（居住場所によっては、別途交通費相当を支給します。）
★主な役割　　　�モニター会議（モニターと議員との意見交換）への出席（年

２回程度）
　　　　　　　　議会が依頼するアンケート等への回答
★募集人数　　　20名
★応募期限　　　令和７年２月28日（金）
★応募方法　　　議会事務局にご連絡をお願いします。
　　　　　　　　�（電話は月～金の9時～17時。正午から13時を除く。

メールは住所・氏名・電話番号・件名欄に「モニター
希望」と記載。）

地域の未来を変える！議会モニター大募集！！

体
調
管
理
に
十
分
注
意

を
し
、
受
験
生
を
初
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
春
到
来
を

願
っ
て
、
陰
な
が
ら
応

援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
こ
の
時
期
、
議
会
で
は
次
年
度
に
向
け

た
方
針
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
暦
の
上
で

は
春
で
す
が
、
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。中田智惠子

マニフェスト大賞優秀賞受賞
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